
[コンソーシアム事務局資料]
日本語DP連絡協議会からのコンソーシアムへの発展的移行について

〇日本語DP協議会の加盟校・団体の継承

• DP協議会事務局との取り決めに基づき、適切な手続きのもとで、加盟校および団体のコンソーシアムへの移行を行う。

〇日本語DP協議会のWebサイトの更新停止と相互リンク

• 日本語DP協議会のWebサイトはコンソーシアムへの移行が完了したのちに、更新は停止する。
また、Web上の情報・資料はアーカイブとして残し、コンソーシアムとの相互リンクにて情報共有を行う。

○スコープの拡大

• コンソーシアムでは、日本語DPに限定せず、PYP、MYP 、DPを含む国内でのIB普及活動を担う

○関係者協議会の機能明確化

• 普及の現状把握及び課題に関し審議し、文部科学省に提言する機能に注力

○個別学校への支援スキームの構築

• 個別学校への支援は、オンラインのICTプラットフォームにディスカッションフォーラムを設置し機動的に実施

○事務局機能の強化

• 文部科学省の委託事業とすることで、活動内容の明確化及び必要な活動経費を確保することで、具体的な活動を担保

発展的移行の内容（日本語DP連絡協議会→ コンソーシアム）
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